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Development of the superconducting coil evaluation system under solid nitrogen
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1. はじめに

超電導コイルは、電気抵抗ゼロで電気を流すことがで

きるため、永久磁石よりもはるかに大きな磁場を発生させ

ることができ、NMR や MRI、SMESなどに応用が期待さ

れる。

これまで我々はMgB2線材を用いた超電導コイルの伝

導冷却下での特性評価、液体ヘリウム浸漬冷却下での

通電試験を実施してきた[1][2]。固体窒素は銅や他の冷

媒に比べ熱容量が比較的大きく、クエンチ発生時や熱

的安定性向上に有効な冷媒と考えられる[3]。

本研究では、固体窒素を用いた冷却方式での特性評

価を目指し、超電導評価装置の開発を実施したので報

告する。

2. 概要

製作した固体窒素中超電導コイル評価装置の写真を

Fig.1に示す。

開発した装置は定格 1000 A まで通電可能な電流リー

ドと液体窒素導入ポート、排気ポート、冷凍機、φ300

mm、高さ 150 mm のコイルが入る容器からなる。電流リ

ードには、高温超電導線材を一部使用し、熱侵入の低

減を図っている。本装置を真空容器に取り付け、排気ポ

ートから真空引きすることで容器内の液体窒素を固化さ

せることができ、さらに、窒素容器内までつながっている

冷凍機により、固体窒素をさらに冷却することができる。

冷凍機本体だけではなく、容器底部にヒーターを取り付

けることで、温調も可能となっている。

また、本装置は所有しているボア径 400 mm の 5.5 T

マグネットと組み合わせて使用することで、外部磁場下で

の特性評価も実施可能である。

当日は窒素を使った冷却試験を発表する予定である。
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Fig.1 Outlook of the superconducting coil evaluation

system under solid nitrogen.
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